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【Factに迫る！】 『非認知能力を伸ばす』について

(利用ポリシー)本資料の転載・改変は禁止いたします。ご利用の際は、ご所属団体・企業等の規定（社内審査等）に従ってください。
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前回、『結晶性知能』について紹介いたしました。
今回も、読者の反響から、『非認知能力を伸ばす』―エビデンスで人材育成―に
ついて紹介します。

今回、科学的根拠（エビデンス）で子育て－教育経済学の最前線－から「非
認知能力を伸ばす」
―エビデンスで人材育成―ついて紹介いたします。
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（図1）著者作図
引用： 科学的根拠（エビデンス）で子育て－教育経済学の最前線－中室牧子[著]

ダイヤモンド社

『やり抜く力を伸ばす』（下図）

①-1『やり抜く力を伸ばす』

昨今、人材育成において、非認知
能力を伸ばすことが大切 と言われ
ています。
では、非認知能力である、やり抜く
力、主体性、自己肯定感、自制心
等はどのように伸ばしていけば良いの
でしょうか。
科学的根拠（エビデンス）で子育
て－教育経済学の最前線－で、著
者の慶應義塾大学 総合政策学部 
中室牧子教授は、非認知能力であ
る「やり抜く力を伸ばす」方法につい
て解説しています。
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「やり抜く力を伸ばす」には
① 目標設定することが重要なこと
② 目標達成には努力が大切なこと
③ 失敗や挫折を建設的に考えるにこと
④ 人間の能力は、生まれつきではなく、努力によって変えられること

そして、「成長マインドセット」すること
成長マインドセットとは、「努力することで自分の能力を向上させることができると信じること」です。
中牧教授は述べられています。

このことは、メジャーリーグで活躍する大谷翔平投手にもあてはまるのではないでしょうか。

また、「成長マインドセット」を浸透させることは、我々ビジネスパーソンにとっても、自身を含めて、
エビデンスベースで人材を育成する上で大いに示唆に富む方法と考えます。

①-2『やり抜く力を伸ばす』
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（図2）著者作図
引用：科学的根拠（エビデンス）で子育て－教育経済学の最前線－中室牧子[著]

ダイヤモンド社

前著の中室牧子教授は、「向社交性」についても述
べられています。
「向社交性」とは、他者への思いやりのことです。
向社交性や利他性の高い人は、「健康で、幸福感が
高く、収入も高い」というエビデンスがある
とのことです。

このことは、既寄稿『サステナビリティ・トランスフォーメー
ション（SX）』プロティアンキャリア*で触れた
「ビジネス資本×社会関係資本＝経済資本」にも通
じ、我々ビジネスパーソンにも響くエビデンスではないで
しょうか。
そして、さらに中室教授は、エビデンスで人材育成す
る方法として、
好奇心の伸ばし方として「既存の概念に疑問を抱か
せること」
非認知能力を伸ばし方について「クリティカルシンキン
グ（批判的思考力）」の大切さを
述べられています。

「向社交性：他者への思いやり」（下図）

②-1『向社交性』
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このことは、前から決まっているから等の前例主義や常識を今一度考え続ける姿勢、

当たり前と思われていることを「そもそも、なぜ」と疑ってみる姿勢、が大切なことがよくわかります。

我々ビジネスパーソンにとっても、ロジカルシンキングとともにクリティカルシンキングが非常に大切であることがわかります。

また、クリティカルに悩むことが大切であることも示唆しています。

「堕落論」で有名な無頼派小説家の坂口安吾の言葉として、「失敗せざる魂、苦悩せざる魂、そして、より良きものを求め

ざる魂に、真実の魅力はすくない」（デカダン文学論）があります。

まさに、我々ビジネスパーソンにも、失敗し悩みながら得られる成果が、より素晴らしいものになることが示唆されます。

さらにビジネスパーソン、一人ひとりの人生においても大いに勇気づけられる言葉ではないでしょうか。

そして、「クリティカルシンキングで非認知能力を伸ばすこと」によって、自身と組織において

人材を育成することで、強みを伸ばしながら自分らしいキャリアを歩めます。

VUCA時代のエクセレントビジネスパーソンは、「クリティカルシンキングで非認知能力を伸ばす」ことで、いつまでも変化できる

自分自身をマネジメントし、エキサイティングに、「ありたい姿」である未来の価値を創造し、自分らしい「ウェルビーイング」に近
づける可能性が高まります。

*既寄稿『サステナビリティ・トランスフォーメーション（SX）』（2023.03.01）プロティアンキャリア参照
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②-2『向社交性』
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最後に
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医薬品・医療機器企業はこれから、「クリティカルシンキングで非認知能力を伸ばす」こと
で、人材育成し、自社を「トランスフォーメーション」し、持続可能（SDGs）な国民皆保
険を含めた社会保険制度維持に貢献していくべきと考えます。

2026年1月
文責：日本ジェネリック製薬協会 広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
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